
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ　　http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 

1042－378－2111　 
1042－331－6346 
1042－350－6321 
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人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）令和元年9月1日現在
（32人増）91,279人人口
（18人増）45,924人男
（14人増）45,355人女

（27世帯増）40,488世帯世帯数
※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

（2）
配布します　ごみ指定収集袋

（減免世帯向け）主
な
記
事

（4）
消防法令違反対象物の
公表制度を開始（10月1日～）

（5）わがまち稲城2019

（8）援農ボランティア養成講座

　高齢運転者が、免許証を自主的に返納できる制度です。免許証を返納し
た方は「運転経歴証明書」を申請することができます。運転経歴証明書は
身分証として用いることができる他、高齢者運転免許自主返納サポート協
議会の加盟店や東京都の文化施設・美術館で提示すると、特典を受けるこ
とができます。詳細は「警視庁」�をご覧ください。
■対65歳以上の方
■場都内警察署、運転免許更新センター（平日）、
運転免許試験場（平日、日曜日）
■持免許証、写真

▽手数料　1,100円（運転経歴証明書を申請する
場合）
■申窓口

　東京都では、高齢者の安全運転支援のため、アクセルペダルを急に踏
み込んだ際の加速を抑制する装置の購入・設置費用を補助しています。
※1台につき購入・設置費用の9割の額を補助（上限10万円）
■対次の要件に該当する方
○都内在住で、令和2年3月31日までに70歳以上となる方
○有効な免許証を有する方
○車検証の車両種別が自家用である方　など

▽購入・設置方法
　東京都が指定する店舗で購入・設置できます。指定店舗などの詳細は
「東京都都民安全推進本部」�をご覧いただくか、お問い合わせくださ
い（103－5321－1111）。

　高齢運転者による交通事故が社会問題となっています。
原因は、身体機能の低下によるアクセルとブレーキの踏み
間違え等があります。高齢運転者で、運転に不安を感じて
いる、家族から免許証の返納を薦められた方の多くは免許
証を自主返納しています。
　一方で、免許証を返納したのに車を運転し、交通事故を
起こす方もいるため、家族が車と鍵の管理をしっかり行う
ことも大切です。
　また、車を必要とする方は、自動ブレーキ機能などを備
えた安全運転サポート車などを導入し、安全運転に努めま
しょう。
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▲多摩中央警察署交通課
中田　薫課長

会場時間期日内容

コーチャンフォー
若葉台店駐車場

午前10時
　～正午9月16日（月・祝）

子供と高齢者の
交通安全
フェスタ

東急自動車学校
（多摩市）

午後2時
　～4時9月26日（木）二輪車実技教室

（※）

矢野口自治会館
午後7時
　～8時

9月27日（金）
交通安全講習会

中央文化センター9月28日（土）

※多摩中央警察署に電話で事前申込

　若い頃に比べて、とっさの対応が遅れる、いつも
の車庫に上手く入らない、家族に「運転が心配」と
言われた経験はありませんか。運転に自信が無くな
ったら、免許証の自主返納を考えましょう。
■問管理課交通対策係、多摩中央警察署交通総務係
1042－375－0110

運転に不安を感じたら
免許証の自主返納を！
運転に不安を感じたら
免許証の自主返納を！

秋の全国交通安全運動 9月21日（土）～30日（月）9月21日（土）～30日（月）

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

▲このマークのお店で
特典が受けられます
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
9
月
下
旬
〜　

月
の
作
業
日
・
地
区　

9
／　
（
火
）・
大
丸
、　

／
1（
火
）・
平
尾
、　

／
8（
火
）・
百
村
、　

／　
（
火
）・
若
葉
台
、　

／　
（
火
）・
長
峰
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

10

24

10

10

10

15

10

29

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
2
袋
（
束
）
ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

環境 環境 

多多摩摩・・三三浦浦丘丘陵陵
ウウォォーーキキンンググララリリーー そそのの1133
～～秋秋のの実実りりとと大大パパノノララママをを求求めめてて

三三浦浦海海岸岸とと武武山山をを歩歩くく～～
たけ やま

　
　

月
１
日（
火
）か
ら
ご
み
指
定

１０
収
集
袋
を
配
布
し
ま
す
。
対
象
者

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
 

左
表
参
照

▽
申
請
・
配
布
場
所　

環
境
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

※
出
張
所
で
申
請
す
る
場
合
は
、

お
む
つ
専
用
袋
を
配
布
し

て
い
ま
す

　

対
象
者
に
１
回
の
申
請
に
つ
き
、

１
人
３
セ
ッ
ト
（　

枚
）
ま
で
配

３０

布
し
て
い
ま
す
。

■対
 

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
て
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
４
歳
未
満
の
乳
幼
児
（
母
子
手

帳
を
お
持
ち
の
方
の
出
産
前
の
受

け
取
り
を
含
む
）

○　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５
○
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

な
ど

■申
 

窓
口
、
電
話

　

市
職
員
に
よ
る
出
張
説
明
会
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
・
出
し
方
・
処
理

の
流
れ
、
ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

等
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ

▽
説
明
時
間　
　

分
〜
１
時
間
程

２０

度■申
 

電
話

■限
 

希
望
日
の
２
週
間
前

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

　

焼
却
設
備
を
使
用
せ
ず
に
廃
棄

物
を
焼
却
す
る
こ
と
は
法
律
や
条

例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
農
地
で
の
害
虫
駆
除
や

神
事
な
ど
の
伝
統
行
事
に
よ
る
野

焼
き
は
例
外
規
定
で
す
が
、
そ
の

ご
み
組
成
分
析
調
査

見
学
会

　

ご
み
の
排
出
状
況
を
確
認
す
る

た
め
、
組
成
分
析
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
回
収
し

た
家
庭
ご
み
の
一
部
を
開
封
し
、

内
容
物
を
種
類
ご
と
に
詳
し
く
分

け
て
計
量
し
ま
す
。
ご
み
減
量
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■日
 
　

月　

日（
木
）

１０

１０

※
雨
天
実
施

■時
 

午
前
９
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

▽
集
合
時
間
・
場
所　

８
時　

分
・
４０

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■場
 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川（
大

丸
１
５
２
８
）

※
庁
用
車
で
送
迎
し
ま
す
。

■定
 

７
人
（
申
込
先
着
順
）

■持
 

汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
長
靴
、

タ
オ
ル

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
火
）〜
〕

１７

■限
 
　

月
４
日（
金
）午
後
５
時

１０

　

農
業
者
が
開
設
運
営
す
る
市
民

農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
農
園
名

い
な
ぎ
ふ
れ
あ
い
農
園
（
百
村　
１９１

の
１
）

※
水
道
施
設
有
り

※
駐
車
場
無
し

▽
利
用
期
間　
　

月
１
日（
火
）〜

１０

令
和
２
年
７
月　

日
３１

▽
利
用
可
能
区
画
数　

１
区
画

▽
面
積　

約　

㎡
６８

▽
今
年
度
利
用
料（
年
間
利
用
料
）

４
万
５
千
円（
５
万
４
４
０
０
円
）

■申
 

は
が
き
〔
必
要
事
項
①
住
所
②

仲
間
と
始
め
よ
う

資
源
物
集
団
回
収

　

自
主
的
に
資
源
物
を
集
め
、
回

収
業
者
へ
引
き
渡
す
活
動
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

集
団
回
収
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
こ

と
や
、
回
収
量
に
応
じ
た
補
助
金

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
等
、
実
施
団

体
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
補

助
額
･
対
象
品
目
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■対
 

自
治
会
や
管
理
組
合
、
子
供
会

な
ど
市
内　

世
帯
以
上
の
団
体

２０

※
補
助
金
の
交
付
に
は
、
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
し
、

家
計
に
も
優
し
い
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
無
料
で
学
び
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
日
常
生
活
で
車

を
運
転
す
る
方

※
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
不
可

■場
 

マ
ジ
オ
ド

ラ
イ
バ
ー
ズ

ス
ク
ー
ル
多

摩
校
（
京
王

線
百
草
園
駅

よ
り
徒
歩
２

分
）

■申
 

電
話
、
メ

ー
ル
（
必
要

事
項
①
氏
名

②
住
所
③
電

話
番
号
）

※
受
付
後
、
講
習
会
チ
ケ
ッ
ト
と

エ
コ
ド
ラ
イ
バ
ー
ス
テ
ッ
カ
ー
を

郵
送
し
ま
す
。
各
自
で
マ
ジ
オ
ド

　

家
庭
か
ら
回
収
し
た
ご
み
を
調

べ
る
と
、
再
利
用
可
能
な
資
源
物

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
み

と
資
源
物
を
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

※
ご
み
の
分
別
方
法
は
、
市 　 
、
HP

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

で
確
認
で
き
ま
す
。

ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

○
生
ゴ
ミ
は
、
水
気
を
よ
く
切
っ

て
か
ら
捨
て
る
（
臭
い
も
抑
え
ら

れ
る
）
。

○
紙
類
は
古
紙
の
日
に
出
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

悪
天
候
に
よ
り
、
資
源
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
し
た
か
ご
が

飛
散
す
る
恐
れ
が
あ
る
時
は
、
回

収
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

配
布
し
ま
す

ご
み
指
定
収
集
袋

（
減
免
世
帯
向
け
）

ご
み
減
量
地
域
説
明
会

悪
天
候
（
台
風
・
強
風
）

時
は
、
資
源
物
回
収
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▲野外焼却は禁止です

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

農
園
利
用
者
募
集

▲いなぎふれあい農園

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

▲資源回収ステーション

▽
申
請
・
配
布
場
所　

市
役
所
総

合
案
内
、
環
境
課
、
平
尾
・
若
葉

台
出
張
所
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー

※
休
日
開
庁
日
は
市
民
課
で
配
布

※
第
二
・
第
四
文
化
セ
ン
タ
ー
、

第
三
・
第
四
保
育
園
で
受
け
取
る

場
合
は
事
前
に
環
境
課
に
電
話
で

申
請

※
社
会
福
祉
協
議
会
の
紙
お
む
つ

支
給
事
業
を
受
け
て
い
る
方
は
、

お
む
つ
と
一
緒
に
配
布

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

そ
の
際
は
、
次
の
回
収
日
ま
で

自
宅
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、回
収
を
実
施
す
る
場
合
で
も
、

飛
散
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

当
日
の
朝
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
の
回
収
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
市 　 
・
稲
城

HP

市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

場
合
で
も
生
活
環
境
へ
の
配
慮
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
近
隣
住
民
か

ら
の
苦
情
が
あ
る
場
合
は
指
導
対

象
と
な
り
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係
、
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
多
摩
校
へ

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係　

� 

kankyou@
city.inagi.

lg.jp

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話
番
号

④
生
年
月
日
〕

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
９
月
末
ま
で
に
通
知

■限
 

９
月　

日（
火
）必
着

２４

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

　詳細は「多摩・三浦丘陵トレイル」�をご覧ください。
■日10月20日（日）　※荒天中止、順延無し
■時午前9時30分～午後3時30分（受付＝午前9時30分～10時
30分）
■定300人（申込先着順）
■申■先ファクス〔（株）ＵＲリンケージ　503－3272－6017〕、
「多摩・三浦丘陵トレイル」�内申し込みフォーム
※申込用紙は「多摩・三浦丘陵トレイル」�または稲城市土
木課で入手可

▽申込期間　9月18日（水）～10月11日（金）
■問「多摩・三浦丘陵の緑と水景に関する広域連携会議」ウォ
ーキングラリー事務局（川崎市建設緑政局みどりの協働推進
課）　1044－200－2365

▲

色
々
な
秋
を
探
し
て
歩
い

て
み
ま
し
ょ
う

ごみ指定収集袋の配布（減免世帯）
必要書類・
確認事項など燃えないごみ用燃えるごみ用配布対象期間減免対象世帯

生活福祉課での確認

2人までの世帯
＝小袋30枚

3人以上の世帯
＝中袋30枚

2人までの世帯＝
小袋120枚

3人以上の世帯＝
中袋120枚

1年分
（10月～

令和2年9月）

生活保護受給世帯

児童扶養手当証書または
特別児童扶養手当証書

児童扶養手当受給世帯

特別児童扶養手当受給世帯

身体障害者手帳、愛の手
帳または精神障害者手帳
※4～9月までに申請し、
既に令和2年9月分まで
を受領した方を除く。

身体障害者手帳1級または
2級の交付を受けている方
がいる非課税世帯

愛の手帳1度または2度の
交付を受けている方がいる
非課税世帯

精神障害者手帳1級の交付
を受けている方がいる非課
税世帯

り災証明などの確認

2人までの世帯＝
小袋8枚

3人以上の世帯＝
中袋8枚

2人までの世帯＝
小袋30枚

3人以上の世帯＝
中袋30枚

3カ月分火災や震災などで被害に遭
った方

※期間途中での申請の場合、原則申請を行った日の属する月から起算した月割りの枚数を配布します。
※審査終了後その場で指定収集袋を配布しますので、マイバッグ等を持参してください。

秋秋のの野野草草とと
野野草草写写真真展展

　市内の野山に咲く愛らしい
野草と写真を展示します。野
草の販売も行います。
■日9月28日（土）・29日（日）
■時午前10時～午後3時
■場総合体育館1階ロビー
■問（公財）いなぎグリーンウ
ェルネス財団
1331－7156

▲エコドライバーステッカー

分
別
し
よ
う
！

混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ

ば
「
資
源
」



（3） 1042－378－2111 5042－377－4781 １・９・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

　

昨
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
第
五
次
環
境
基
本
計
画
に
お

い
て
、
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
、
「
パ
リ

協
定
」
等
の
国
際
的
潮
流
や
環

境
・
経
済
・
社
会
の
複
雑
化
す

る
課
題
を
踏
ま
え
、
「
地
域
循

環
共
生
圏
」
の
創
造
が
提
唱
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
循
環
共
生
圏
と
は
、
地

域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
自
立

分
散
型
の
社
会
を
形
成
し
つ
つ
、

相
互
に
補
完
し
合
い
、
よ
り
広

域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
で
地
域
循
環
型
社
会

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

地
域
循
環
共
生
圏
に
お
け
る

「
循
環
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
物

質
が
生
産
・
流
通
・
消
費
・
廃

棄
な
ど
の
経
済
社
会
活
動
の
全

段
階
と
自
然
界
を
通
じ
て
巡
り

続
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
循
環
を
適
正
に
確
保
す
る

た
め
に
は
、
物
質
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
資
源
の
投
入
を
で
き
る
限

り
少
な
く
効
率
化
し
、
資
源
循

環
を
進
め
、
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
し
つ
つ
地
域
経
済
循
環
を

促
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
域
循
環
共
生
圏
に
お
け
る

「
共
生
」
と
は
、
自
然
と
人
と

の
共
生
、
人
と
人
と
の
共
生
、

都
市
と
農
山
漁
村
等
地
域
同
士

の
交
流
を
含
み
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
、

環
境
・
経
済
・
社
会
の
統
合
的

向
上
を
目
指
す
こ
と
が
、
結
果

的
に
低
炭
素
・
省
資
源
・
生
物

多
様
性
の
確
保
な
ど
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
最
近
の
取
り
組
み

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
向
け

た
座
談
会

　

長
野
県
飯
田
市
長
が
座
長
と

な
っ
て
環
境
省
職
員
と
意
見
交

換
す
る
座
談
会
が
設
け
ら
れ
、

私
は
昨
年
８
月
か
ら
参
加
し
て

い
ま
す
。

全
国
市
長
会
「
廃
棄
物
処
理
対

策
特
別
委
員
会
」

　

私
が
委
員
長
を
務
め
、
こ
れ

ま
で
廃
棄
物
処
理
対
策
・
リ
サ

イ
ク
ル
制
度
の
あ
り
方
を
中
心

に
活
動
し
、
一
定
の
成
果
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
。一
方
で
近
年
、

地
域
循
環
共
生
圏
の

ま
ち
づ
く
り

市
長
コ
ラ
ム
No.93

地
球
温
暖
化
対
策
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・

地
域
循
環
共
生
圏
が
課
題
と
な

り
、
環
境
問
題
も
複
雑
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
本
年
６
月
に
委

員
長
に
再
選
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
、
こ
の
委
員
会
を
「
環
境
対

策
特
別
委
員
会
」
に
改
組
す
る

こ
と
・
参
加
市
長
を
増
や
す
こ

と
を
提
案
し
、
現
在
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
地
域
循
環
共
生

社
会
連
携
協
会

　

こ
の
法
人
は
、
地
域
が
持
つ

資
源
を
最
大
限
活
か
し
、
世
界

が
目
指
す
「
脱
炭
素
・
循
環
・

共
生
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た

取
り
組
み
を
具
体
的
に
展
開
す

る
も
の
で
、
本
年
８
月
に
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
、
私
は
理
事

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

私
は
市
長
選
３
期
目
の
公
約

と
し
て
地
域
循
環
共
生
圏
の
形

成
を
掲
げ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
と
も
ど
も
非
常
に
大
き

な
課
題
で
す
が
、
今
後
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

稲城市長

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

　

介
護
し
て
い
る
方
同
士
で
介
護

に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を
話
し
ま

し
ょ
う
。

■対
 

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

■日
 

９
月　

日（
日
）

２９

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

い
な
ぎ
苑
さ
く
ら
庵（
百
村　

）
２５５

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１５
■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
火
）〜
〕

１７

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
エ

レ
ガ
ン
ト
も
む
ら　

1　

・
５
５

３７９

０
０

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以

６５

上
で
、
日
常
生
活
の
動
作
に
困
難

が
あ
り
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め

ごご登登録録くくだだささいい
避避難難行行動動要要支支援援者者市市民民相相互互支支援援

ネネッットトワワーークク
　災害時に支援が必要な高齢者や障害者の安否を、地域の支援者が確認でき
るネットワークです。自力での避難に不安がある方は、ぜひご登録くださ
い。
※登録した情報は、稲城消防署や多摩中央警察署、お住まいの地域の自治会
や民生児童委員、地域包括支援センター等で共有します。
■対高齢者・障害者で自力避難が難しい方など
■申■先「避難行動要支援者登録カード」を生活福祉課地域福祉係に提出
※カードは生活福祉課、平尾・若葉台出張所、各文化センターで入手可
避難が難しい方の手引き
　登録いただいた方には、日頃からの心がけや災害が起きた時にすべきこと
をまとめた「避難行動要支援者防災行動マニュアル」をお配りします。
■問生活福祉課地域福祉係

　

保
証
人
が
い
な
い
た
め
に
賃
貸

住
宅
の
契
約
が
困
難
な
高
齢
者
の

入
居
を
支
援
し
ま
す
。

　

保
証
料
（
２
年
目
以
降
は
年
間

保
証
料
）
を
自
己
負
担
す
る
こ
と

で
、
市
と
協
定
を
結
ぶ
民
間
保
証

会
社
の
保
証
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○　

歳
以
上
の
単
身
世
帯
ま
た
は

６５

　

歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

６５○
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

所
を
有
し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と

○
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
転

居
で
あ
る
こ
と

○
緊
急
連
絡
先
が
あ
る
こ
と

○
保
証
人
を
立
て
ら
れ
な
い
こ
と

初
回
保
証
料
の
一
部
を
助
成

　

対
象
の
方
で
申
請
要
件
を
満
た

し
た
場
合
、
初
回
保
証
料
の
一
部

を
市
が
助
成
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

介
護
者
交
流
会

補
助
し
ま
す

高
齢
者
の
住
宅
改
修
費
用

家
賃
債
務
保
証
制
度

第3回脳損傷第3回脳損傷
No ProblemNo Problem
in南多摩in南多摩
JJuusstt ddoo iitt !!

～～わわたたしし再再発発見見～～

　脳損傷を体験した当事者による講演
会や舞台発表を行います。
■日11月17日（日）
■時午前10時30分～午後3時30分
■場北野市民センターホール（八王子市
北野町545－3きたのタウンビル7・8
階）
■定200人（申込先着順）
■申電話
■先■問南多摩高次脳機能障害支援セン
ター　1042－666－5882

▲前回の様子

　

ふ
れ
あ
い
電
話
は
、
定
期
的
に

電
話
を
か
け
、
声
に
よ
る
訪
問
を

行
い
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

安
否
確
認
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
一
人
暮

６５

ら
し
の
方
（
日
中
一
人
で
過
ご
し

て
い
る
高
齢
者
）
で
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

■申
 

窓
口
、
電
話

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

声
に
よ
る
訪
問

ふ
れ
あ
い
電
話

　

高
齢
者
の
免
許
証
返
納
手
続
き

家
族
介
護
者
教
室

「
高
齢
者
の
運
転
と
交
通

安
全
に
つ
い
て
」

徘徊高齢者家族支援サービス
　ＧＰＳ携帯端末機器を貸与します。
行方不明になった時には24時間体制
の受信センターによる位置情報の提供
や、緊急対処員による現場急行などの
サービスが受けられます。
■対おおむね65歳以上で徘徊行動のあ
る方
■費加入料金など＝3,500円（税別）、
月額基本料金＝250円（税別）
※緊急対処員が現場へ急行する場合は、別途1万円（税別）
※低額所得者世帯などに対する一部減免有り
高齢者緊急通報システム
　ボタン一つで通報できる緊急通報装置と、人の動き・煙を感知
し、異常の際に自動通報する機器を設置します。
　受信センターが24時間作動し、異常を感知すると、電話で利
用者の状況を確認します。必要に応じて119番・110番通報を行
い、現場急行員が出動します。
■対次の全てに該当する方
○おおむね65歳以上
○ひとり暮らしまたは高齢者のみの世帯（日中独居も含む）
○心臓疾患など慢性疾患があり、緊急搬送歴がある等の常時注意
を要する状態にある
■費所得に応じて負担
■先■問高齢福祉課高齢福祉係

高齢者の見守り高齢者の見守り

や
交
通
事
故
の
防
止
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

■対
 

運
転
を
す
る
高
齢
者
、
そ
の
家

族
、
自
主
返
納
を
考
え
て
い
る
方

■日
 

９
月　

日（
月
）

３０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

や
の
く
ち
正
吉
苑
（
矢
野
口
１

８
０
４
の
３
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■講
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
者
安
全
運
転

支
援
研
究
会

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
火
）〜
〕

１７

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

の
く
ち　

1　

・
２
２
０
２

３７０

に
住
宅
の
改
修
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
方
へ
給
付
し
ま
す
。

住
宅
改
修
給
付

■対
 

要
介
護
認
定
で
非
該
当（
自
立
）

と
認
定
さ
れ
た
方

▽
品
目

○
手
す
り
○
床
段
差
解
消
○
洋
式

便
器
へ
の
取
り
換
え
○
床
材
の
変

更
○
引
き
戸
へ
の
取
り
換
え

▽
給
付
限
度
額　
　

万
円

２０

▽
費
用
負
担
割
合　

介
護
保
険
負

担
割
合
と
同
じ

住
宅
設
備
改
修
給
付

■対
 

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

定
と
判
定
さ
れ
た
方

▽
品
目　

○
浴
槽
の
取
り
換
え
（
既
存
の
浴

槽
で
入
浴
が
困
難
な
方
）

○
流
し
・
洗
面
台
の
取
り
換
え（
車

イ
ス
を
使
用
し
、
本
人
が
主
に
調

理
を
行
う
方
）

○
洋
式
便
器
へ
の
取
り
換
え

▽
費
用
負
担
割
合　

介
護
保
険
負

担
割
合
と
同
じ

◆
共
通
事
項

■申
 

窓
口

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

▲GPS携帯端末機器

い
。

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係



１・９・15 1042－378－2111 5042－377－4781 （4）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度

市
で
は
、大
地
震
に
対
し
、住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
耐
震
診
断（
上
限　

万
円
）及
び
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部（
上
限　

万
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

10

100

子育て 
教育 
子育て 
教育 

消防署 消防署 

まち 
づくり 
まち 
づくり 

男男女女平平等等推推進進セセミミナナーー
すすぐぐにに使使ええるる！！役役立立つつ！！女女性性ののたためめのの
再再就就職職支支援援セセミミナナーー＆＆個個別別相相談談会会iinn稲稲城城

　

給
食
費
は
法
律
に
基
づ
き
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
負
担
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
必
ず
決
め
ら
れ
た
期
日

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

納
入
が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
至

急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

法
的
措
置

　

滞
納
し
た
場
合
は
、
裁
判
所
に

アナウンサーが教える「好感を得る話し方」実践セミナー
～印象力アップで自分らしく働こう～
　自分の「話し方・印象」を意識することは、
仕事に対するポジティブな気持ちにつながりま
す。アナウンサー歴20年の経験を基に実践ス
キルをお伝えします。
※受講には東京しごとセンターの利用登録が必
要（当日登録可）
■時午後1時～3時30分　■定50人（申込先着順）
■講阿隅　和美氏（フリーアナウンサー）
就業個別相談会（セミナー終了後）
■時午後3時30分～（1人約30分）
■定12人（申込先着順）
◆共通事項
■対再就職を考えている女性
※託児有り〔1歳～未就学児、定員5人、申込期限10月3日（木）〕
■日10月17日（木）　■場地域振興プラザ4階
■申電話〔9月17日（火）～〕
■共（公財）東京しごと財団、稲城市
■先■問東京しごとセンター多摩　1042－329－4524

消防法令違反対象物の消防法令違反対象物の
公表制度を開始（10月1日～公表制度を開始（10月1日～））

　重大な消防法令違反がある建物
を公表する制度が始まります。
　この制度は、建物を利用する人
が、火災の危険性に関する情報を
得られるよう、消防本部が把握し
た違反対象物を公表するもので
す。
　公表する内容は、市�・稲城消
防署・上平尾消防出張所で閲覧で
きます。
　9月現在、市内には公表対象と
なる違反事例はありませんが、安
全で安心して暮らせる街づくりの
ため、今後も消防法令の遵守にご
協力をお願いします。
公表の対象となる建物
　飲食店や店舗、ホテル等の不特
定の方が多く出入りする建物
公表の対象となる消防法令違反
　屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、自動火災報知設備の設
置義務があるにも関わらず設置されていない建物
■問稲城消防署予防課査察指導係　1377－7119

作
動
確
認

　

警
報
器
の
点
検
ボ
タ
ン
や
点
検

用
の
紐
で
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。
音
が
鳴
ら
な
い
・
警
報
音
以

外
の
音
が
鳴
っ
た
場
合
は
、
電
池

や
機
器
本
体
の
交
換
を
し
ま
し
ょ

う
。

機
器
の
清
掃

　

布
な
ど
で
乾
拭
き
し
、
定
期
的

に
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。
警
報
器

に
埃
が
入
る
と
誤
作
動
を
起
こ
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。

機
器
の
交
換

　
　

年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ

１０
う
。
年
月
が
経
過
し
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
等
で
火
災
を
感
知
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
機
器
本

体
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
製
造
年
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

予
防
課
査
察
指
導
係　

1　

・
３７７

７
１
１
９

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
た
ば
こ
の

ポ
イ
捨
て
や
火
遊
び
等
、
人
の
行

為
が
原
因
の
枯
草
火
災
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
空
き
地
の
枯
草
は
放
火
犯

の
標
的
と
な
る
た
め
、
早
め
に
刈

り
取
り
、
火
災
が
発
生
し
に
く
い

環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■問
 

予
防
課
予
防
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

　

保
護
者
が
犯
罪
被
害
に
遭
い
、

経
済
的
に
不
安
定
と
な
っ
た
家
庭

の
子
ど
も
で
、
学
費
な
ど
を
必
要

と
す
る
高
校
・
大
学
・
大
学
院
・

短
大
・
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）

に
在
学
ま
た
は
進
学
を
予
定
し
て

い
る
方
に
奨
学
金
を
給
付
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
「
日
本
財
団
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

日
本
財
団
ま
ご
こ
ろ
奨
学
金
係 

1　

・
６
２
２
９
・
５
１
１
１

０３

　

キ
ッ
チ
ン
か
ら
流
れ
た
油
は
、

下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
悪
臭
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
鍋
や
食
器
に
付

い
た
油
汚
れ
は
、
洗
う
前
に
拭
き

取
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
行
動
が
川

や
海
の
良
好
な
水
環
境
に
つ
な
が

り
ま
す
。

■問
 

稲
城
市
下
水
道
課
施
設
管
理
係
、

東
京
都
下
水
道
局
流
域
下
水
道
本

部　

1　

・　

・
４
８
２
８

０４２

５２７

よ
る
支
払
督
促
や
訴
訟
、
強
制
執

行（
給
与
差
押
等
）な
ど
に
よ
り
、

遅
延
損
害
金
や
手
続
費
用
も
合
わ

せ
て
お
支
払
い
た
だ
き
ま
す
。

口
座
振
替

　

口
座
引
落
を
開
始
す
る
納
期
の

１
カ
月
前
ま
で
に
指
定
の
金
融
機

関
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
支
払
い
が
困

難
な
方
に
は
給
食
費
な
ど
の
援
助

を
し
て
い
ま
す
。

　

就
学
援
助
の
認
定
を
受
け
る
と
、

給
食
費
の
納
入
が
免
除
さ
れ
ま
す

が
、
認
定
期
間
外
の
給
食
費
は
納

め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

否
認
定
の
結
果
が
届
い
た
方
で
、

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年

度
に
使
用
す
る
小
学
校
の
教
科
書

を
、８
月　

日
に
採
択
し
ま
し
た
。

２２

採
択
し
た
教
科
書
は
教
育
セ
ン
タ

ー
・
中
央
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

■問
 

指
導
課
指
導
係

▲集水ますは常にきれいな状態にしま
しょう

▲みんなで交通安全の輪を広げよう

　

台
風
の
接
近
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

発
生
す
る
と
、
道
路
の
側
溝
や
集

水
ま
す
（
道
路
脇
の
網
目
状
の
フ

タ
）
に
落
葉
や
ご
み
等
が
詰
ま
っ

て
、
道
路
が
冠
水
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
台
風
が
接
近
す
る
際

無
く
そ
う
！
枯
草
火
災

まま
ごご
ここ
ろろ
奨奨
学学
金金

（（
給給
付付
型型
奨奨
学学
金金
））

令和2年度使用　小学校教科書　採択結果
発行者書名種目教科

光村図書出版（株）国語国語
国語

日本文教出版（株）小学書写書写
東京書籍（株）新しい社会社会

社会
（株）帝国書院楽しく学ぶ

小学生の地図帳地図

東京書籍（株）新しい算数算数

学校図書（株）みんなと学ぶ
小学校理科理科

（株）新興出版社啓林館せいかつ生活

教育出版（株）小学音楽
音楽のおくりもの音楽

開隆堂出版（株）図画工作図画工作

開隆堂出版（株）小学校
わたしたちの家庭科家庭

（株）学研教育みらいみんなの保健保健体育
（株）三省堂CROWN Jr.英語外国語

東京書籍（株）新訂
新しい道徳道徳特別の教科

道徳

未
だ
給
食
費
を
納
め
て
い
な
い
方

は
速
や
か
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

相
談

　

納
入
相
談
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

学
務
課
学
務
係

に
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
自
宅
周
辺
の
側
溝
・
集

水
ま
す
の
点
検
、
落
葉
清
掃
な
ど

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

管
理
課
維
持
補
修
係

　

交
通
少
年
団
は
、
交
通
安
全
に

関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
の
交
通
安
全
の
輪
を
広
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■対
 

小
学
１
〜
６
年
生

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

多
摩
中
央
警
察
署　

1　

・
０４２

　

・
０
１
１
０

３７５
　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
火

災
を
感
知
す
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
、
日
頃
か
ら
作
動
確

認
や
機
器
清
掃
な
ど
維
持
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

募
集
し
て
い
ま
す

交
通
少
年
団

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

学
校
給
食
費

令
和
２
年
度
使
用

小
学
校
教
科
書
の
採
択
結

果
（
下
表
参
照
）

▲フリーアナウンサーの
阿隅　和美氏

▲いざという時のため
に備えましょう

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
、
適
切
な
維
持
管
理
を

油
・
断
・
快
適
！
下
水
道

〜
下
水
道
に
油
を
流
さ
な

い
で
〜

ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
の
側
溝
・
集
水
ま
す

の
清
掃

屋屋内内消消火火栓栓設設備備

ススププリリンンククララーー
設設備備

自自動動火火災災報報知知設設
備備
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▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。秘書広報課広報広聴係

保険 
年金 
保険 
年金 

税金 税金 

国
民
年
金

遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中

に
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
亡
く

な
っ
た
場
合
、
生
計
を
維
持
し
て

い
た　

歳
未
満
（
ま
た
は　

歳
未

１８

２０

満
で
障
害
等
級
１
級
・
２
級
）
の

子
の
い
る
配
偶
者
ま
た
は
そ
の
子

に
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
次
の
よ
う
な
給
付

が
あ
り
ま
す
。

寡
婦
年
金

　

保
険
料
納
付
済
期
間
・
保
険
料

免
除
期
間
を
合
わ
せ
て　

年
以
上

１０

あ
る
夫
が
死
亡
し
た
場
合
、　

年
１０

以
上
継
続
し
て
婚
姻
関
係
の
あ
っ

た
妻
に　

〜　

歳
の
間
、
寡
婦
年

６０

６５

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

　

寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
の
合

計
が　

カ
月
以
上
あ
る
方
が
死
亡

３６

し
た
場
合
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
（
寡
婦
年
金
・

死
亡
一
時
金
と
も
、
被
保
険
者
が

死
亡
前
に
老
齢
・
障
害
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
場
合
に
限

る
）
。
な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
・

寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
は
、
い

ず
れ
も
併
給
で
き
ま
せ
ん
。

■問
 

府
中
年
金
事
務
所　

1　
・　
・

０４２
３６１

１
０
１
１

　

２
０
１
９
年
中
に
新
築
・
増
改

築
し
た
家
屋
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

家
屋
調
査
は
、
市
職
員
が
各
部
屋

の
間
取
り
・
使
用
材
料
・
施
工
程

度
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。
調

査
は
事
前
に
文
書
で
ご
連
絡
し
、

日
時
を
約
束
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

■問
 

課
税
課
家
屋
係

１
日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
）

※
②
③
の
み
重
複
し
て
適
用
可

※
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
減
額
の

対
象
面
積
や
期
間
、
申
請
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

課
税
課
家
屋
係

　

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
は
、

全
て
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
へ
、

自
宅
や
職
場
か
ら
電
子
納
税
が
で

き
る
仕
組
み
で
、
全
国
的
に
稼
働

し
ま
す
。
複
数
の
地
方
公
共
団
体

へ
一
括
し
て
電
子
納
税
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
「 
ｅ  
Ｌ 

エ 

ル 
Ｔ
Ａ
Ｘ 
」 　 

タ
ッ
ク
ス

HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
電
子
納
税
が
で
き
る
地
方
税　

法
人
都
道
府
県
民
税
、
法
人
事
業

税
、
地
方
法
人
特
別
税
、
法
人
市

町
村
民
税
、
事
業
所
税
、
個
人
住

民
税
（
特
別
徴
収
分
、
退
職
所
得

分
）

■問
 

地
方
税
共
同
機
構　

1
０
５
７

０
・
０
８
１
４
５
９
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

納期限
9月30日（月）

国民健康保険税
（第３期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

201920192019 稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市ののののののののののののののの養養養養養養養養養養養養養養養蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂家家家家家家家家家家家家家家家
塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩原原原原原原原原原原原原原原原 英英英英英英英英英英英英英英英二二二二二二二二二二二二二二二さささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんん
しお ばら えい じ

　都心から電車で30分圏内にありながら、豊かな自然を残す稲城市で
塩原英二さんは、養蜂業を営んでいます。
　養蜂とは、蜂蜜・ロイヤルゼリー・プロポリス・蜜蝋・花粉などを採
取するために蜂を飼育することです。塩原さんは、稲城市内の桜・菜の
花・れんげ草・アカシア・クローバー・ひまわり等の花から蜂蜜を採集
しています。
　塩原さんは、学生時代アメリカの養蜂規模の大きさに衝撃を受け、信
州の養蜂家のもとで、養蜂を1年間学びました。その後、稲城には自然
が多く養蜂業を営むのに最適な場所であることを知り、現在に至りま
す。
　50年以上養蜂業に携わってきた塩原さんに、これまで苦労したこと

を伺ったところ、「苦労を
感じたことは一度も無い。
トラブルが起きても、乗り
越えてやろうという気持ち
になる」と熱く語ってくれ
ました。
　塩原さんは稲城第三中学
校で約9年間養蜂部の顧問
を務めています。養蜂部で
は、塩原さんが月4回教員

に養蜂を教え、それを基に
教員が生徒達に指導をして
います。そのため、塩原さ
んの養蜂場は「稲城養蜂道
場」と名付けられています。
現在は、市外の中学校・高
等学校の教員にも指導をし
ており、塩原さんの活動の
場が更に広がっています。
　塩原さんは養蜂を通し
て、子ども達が様々な事に疑問を持ち、自ら答えを導き出して欲しいと
考えています。そして、食べたい物があれば、スーパーに行けば簡単に
手に入る時代だからこそ、作物を育て、自分の口に入るまでのプロセス
や食物連鎖の大切さを教えていきたいと語ってくれました。
　塩原さんは、今後も多くの子ども達が養蜂を経験し、「身に着けた知

識や教養は誰にも盗まれな
い財産である」ことを感じ
て欲しいと考えています。
　都内では珍しい養蜂家と
して、子どもたちに貴重な
経験の場を提供している塩
原さんの今後の活動を応援
しましょう。蜂蜜は多摩養
蜂園（矢野口）で購入でき
ます。

新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を
含

む
）
の
軽
減　

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
新
築
住

宅
で
は
、
新
築
後
一
定
期
間
、
固

定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

住
宅
の
改
修
工
事
の
減
額　

　

次
の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
の
住
宅
改
修　

①
耐
震
改
修
（
昭
和　

年
１
月
１

５７

日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
）

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
か

ら　

年
以
上
経
過
し
た
住
宅
）

１０
③
省
エ
ネ
改
修
（
平
成　

年
１
月

２０

ごご参参加加くくだだささいい
第第1155回回「「森森のの地地図図ススタタンンププララリリーー」」

～～秋秋ののムムササシシノノ・・満満喫喫編編～～

　第15回を迎える森の地図スタンプラリーを開催します。稲城・調布・
府中・三鷹・小金井・武蔵野市に
ラリーポイントを設置します。公
園や博物館、カフェなど多彩なポ
イントが並びます。詳細は「武蔵
野コッツウォルズ」�をご覧くだ
さい。
■日9月21日（土）～11月24日（日）
■主■問武蔵野コッツウォルズ
10422－32－0962

▲スタンプを集めると抽選で記念品が
もらえます

市市内内全全地地区区でで開開催催
市市長長とと語語ろろうう タタウウンンミミーーテティィンンググ

　稲城の魅力あるまちづくり等につい
て、市民の皆さんと市長が語り合う「タ
ウンミーティング」を各地区で行いま
す。今回は長期総合計画の策定にあた
り、「2030年の稲城の姿」もテーマの
一つに加えています。
　事前申し込みは不要です。直接ご来
場ください。
■日■時■場下表参照　■問秘書広報課広報広聴係

タウンミーティング日程
会場時間期日地区

大丸地区会館午後7時～8時30分  9  月18日（水）大丸
平尾自治会館午前10時～11時30分10月  5  日（土）平尾
矢野口自治会館午後7時～8時30分10月  8  日（火）矢野口
総合体育館

ミーティングルームⅠ午前10時～11時30分10月12日（土）長峰

百村コミュニティ
防災センター午後7時～8時30分10月16日（水）百村

ｉプラザ大会議室午後7時～8時30分10月31日（木）若葉台
坂浜コミュニティ
防災センター午後7時～8時30分11月  5  日（火）坂浜

※向陽台・押立・東長沼地区は終了しました。

固
定
資
産
税

家
屋
調
査
の
お
願
い

固
定
資
産
税
額
の
軽
減

（
減
額
）

手
数
料
無
料

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ

ム
が
始
ま
り
ま
す

（

月
〜
）

１０



１・９・15 1042－378－2111 5042－377－4781 （6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

健康 
医療 
健康 
医療 

消消費費者者講講座座
「「家家族族でで始始めめるる片片付付けけのの工工夫夫術術！！
みみんんななでで捨捨てててて、、暮暮ららししすすっっききりり！！」」

　無理なく片づけに取り組めるよう、基礎知識を身に
着けましょう。
■対市内在住の方　■日10月6日（日）
■時午後1時30分～3時30分
■場地域振興プラザ4階
■定40人（申込先着順）
■講佐光　紀子氏（ナチュラルライフ研究家）
■申電話〔9月17日（火）～〕
■先消費生活センター　1370－7510（午前9時30分～
正午、午後1時～5時）
※土・日曜日、祝日を除く。
■共稲城市消費生活センター運営協議会、稲城市、東京都
■問市民協働課市民生活係

■日
 
　

月
５
日（
土
）

１０
■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
（
多
摩
市
落

合
２
の　

）
３５

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１００
■講
 

金
子　

純
也
氏
（
日
本
医
科
大

学
多
摩
永
山
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
）
、
中
村　

弘
之
氏
（
中
村

内
科
医
院
）、
鈴
木　

康
之
氏（
多

摩
歯
科
医
院
）
他

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

■限
 
　

月
２
日（
水
）

１０

　

呼
吸
法
・
体
操
・
瞑
想
を
通
し

て
身
体
の
緊
張
・
ス
ト
レ
ス
・
不

安
の
軽
減
・
心
の
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１６

　

腎
臓
病
は
か
な
り
進
行
し
て
初

め
て
自
覚
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
も
腎
臓
の
機

能
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
一
度
機
能
が
低
下
す
る
と
回

復
し
に
く
い
た
め
、
生
活
習
慣
の

改
善
が
重
要
で
す
。
生
活
上
の
注

意
点
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し

　

脳
血
管
疾
患
の
原
因
と
な
る
、

高
血
圧
・
脂
質
代
謝
異
常
症
の
予

防
に
役
立
つ
食
生
活
や
運
動
を
学

び
ま
す
。

■対
 
　

〜　

歳
で
医
師
か
ら
運
動
制

３０

６４

限
を
受
け
て
い
な
い
方

■日
 
　

月
１
日（
金
）

１１
■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

３０

分■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ
プ
レ
イ
ル
ー
ム

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２５
■内
 

講
話
、
運
動
実
技

■講
 

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導

士■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
火
）〜
〕

１７

■限
 
　

月　

日（
金
）

１０

１１

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

　

偏
り
の
な
い
食
生
活
、
適
度
な

運
動
、
十
分
な
休
養
を
柱
と
し
た

健
康
づ
く
り
の
普
及
活
動
を
行
う

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員
を
募

■主
 

南
多
摩
保
健
医
療
圏
脳
卒
中
医

療
連
携
協
議
会

■先
 

■問
 

南
多
摩
保
健
所
保
健
医
療
担

当　

1　

・　

・
７
６
６
１
、
5

０４２

３７１

　

・　

・
６
６
９
７

０４２

３７５

ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
木
）

１０

２４

■時
 

午
後
３
時
〜
５
時

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０
■講
 

河
原
�　

宏
雄
氏
（
稲
城
市
立

病
院
診
療
部
長
・
腎
臓
内
科
部
長
）

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
火
）午
前
９

１７

時
〜
〕

■限
 
　

月　

日（
金
）

１０

１８

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員
会

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

写 真 で 見 る 稲 城 の 歴 史  2

稲城村制施行130周年稲城村制施行130周年

■問企画政策課企画政策係■問企画政策課企画政策係

稲城の昔の写真展を開催します
■日9月20日（金）～10月18日（金）　■場市役所1階ロビー

稲城の平坦地で　稲城の平坦地で
は、昔から稲作・
梨づくりが盛んで
した。

撮影・提供：撮影・提供：　
榎本 甲子次氏榎本　甲子次氏

　稲城の平坦地で
は、昔から稲作・
梨づくりが盛んで
した。

撮影・提供：　
榎本　甲子次氏

稲の掛干し風景（昭和33年9月撮影）稲の掛干し風景（昭和33年9月撮影）

体育の日イベント　オーエンス健康プラザ　体育祭！
■場■先■問オーエンス健康プラザ　1370－2280

　子ども向けの基本指導と、大人
の補助法などの教室です。
■対小学1～4年生と保護者（16歳以
上）
※親1人に対して子ども1人
■時午前11時45分～午後0時45分
■定10組（申込先着順）

　クロールと平泳ぎで長距離
を泳ぐための、効率の良い泳
ぎ方を学びます。
■対16歳以上でクロール（50
ｍ）を泳げる方
■時午後1時45分～2時45分
■定15人（申込先着順）

　フィンスイムを体験できます。
■対16歳以上でクロール（25ｍ）を泳げる方
※足首・膝・腰痛のある方は不可
■時午後7時～8時　■定10人（申込先着順）

９月15日～10月１日に診療を行う医療機関等
診療時間＝午前9時～午後5時（受付時間は各医療機関にお問い合わせください）
■問保健センター　1378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　1377－7119）

地区薬局医療機関日程

平尾
－

高クリニック
1331－820115日（日）

若葉台もりこどもクリニック
1350－697716日（月・祝）

矢野口オーベル薬局矢野口店
1379－0925

矢野口クリニック
1379－093922日（日）

東長沼丘の上薬局
1378－3388

立花こどもクリニック
1378－727723日（月・祝）

平尾ひまわり薬局
1331－3300

平尾内科クリニック
1331－822129日（日）

10月の申込受付 ������� ■場■先■問保健センター　1378－3421
備考実施日（10月）対象事業名

前日までに
予約

  2  日（水）平成29年9月生まれ2歳歯科健康診査
25日（金）平成29年3月生まれ2歳6か月児歯科健康診査
11日（金）妊娠安定期に入った方妊婦歯科健康診査

19日（土）
初めて出産を迎える方とその
パートナーの方

両親学級
パパ・ママコース
（先着18組）

11日（金）
18日（金）

※2日間コース

母親学級
マタニティコース
（先着20組）

  7  日（月）第1子の保護者
（令和元年5月生まれ）

離乳食調理講習会
（先着25人）

2日前までに
予約11日（金）未就学児と保護者、妊婦母子健康相談

（個別相談、身体測定）
※母子健康相談の個別相談は9月20日（金）から受け付け

市ホームページ市ホームページ
稲城市稲城市

フォトギャラリーフォトギャラリー
　稲城の魅力あふれる写真を募集
中！詳細は市�をご覧ください。
■問秘書広報課広報広聴係

集
し
ま
す
。

■定
 
　

人
１０

▽
活
動
内
容　

市
主
催
の
行
事
へ

の
参
加
、
グ
ル
ー
プ
活
動
（
調
理

講
習
会
な
ど
の
企
画
・
運
営
）
等

■申
 

電
話

■限
 
　

月
８
日（
金
）

１１
※
活
動
の
詳
細
は
、　

月
下
旬
の

１１

説
明
会
で
お
話
し
し
ま
す
。

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

募
集
し
ま
す

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

■日
 
　

月　

日（
金
）　

１０

１８

■時
 

午
後
３
時
〜
４
時　

分
３０

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１６
■費
 
　

円
６００

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
火
）午
前　

１７

１０

時
〜
〕

■限
 
　

月　

日（
金
）

１０

１１

■場
 

■先
 

■問
 

オ
ー
エ
ン
ス
健
康
プ
ラ
ザ 

1　

・
２
２
８
０

３７０

第
１
回
脳
卒
中
市
民
公
開

講
座

「
脳
卒
中
の
最
新
治
療
と

在
宅
医
療
」

ヨ
ー
ガ
療
法
で
ス
ト
レ
ス

ケ
ア
教
室

講
演
会

「
腎
臓
病
の
発
症
と
進
行

予
防
を
意
識
し
た
生
活
上

の
注
意
点
〜
食
事
と
運
動

と
薬
の
重
要
性
〜
」

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

「
冬
の
生
活
習
慣
病
対

策
！
〜
冬
に
発
症
し
や
す

い
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
に

つ
い
て
〜
」

▲科学的に研究された療法です

親親子子水水泳泳教教室室 ススキキルルアアッッププススイイムム

教教室室
フフィィンンススイイムム教教室室お得に楽しめるスポーツイベント　お得に楽しめるスポーツイベント

です。詳細は「オーエンス健康プラ
ザ」■をご覧ください。
■日 10月14日（10月14日（月・祝）

お得情報
○通常の2時間の当日券で、4時間
の利用、ジム・プール両施設利用可
○有料プログラムの教室を含め、教
室プログラムは全て無料（要当日券）全て無料（要当日券）
○体力測定・特別プログラムを開催

事前申込が必要な教室
右記参照　右記参照

　お得に楽しめるスポーツイベント
です。詳細は「オーエンス健康プラ
ザ」�をご覧ください。
■日10月14日（月・祝）

お得情報
○通常の2時間の当日券で、4時間
の利用、ジム・プール両施設利用可
○有料プログラムの教室を含め、教
室プログラムは全て無料（要当日券）
○体力測定・特別プログラムを開催

事前申込が必要な教室
　右記参照

◆共通事項
■申窓口、電話〔9月17日（火）～〕
■限10月13日（日）

◆共通事項
■申窓口、電話〔9月17日（火）～〕
■限10月13日（日）
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
な
ど
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
・
創
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

　腹痛や腹部の違和感があり、お通じの異常（排便回数や便の
形状の異常）が数カ月以上続く状態の時によく見られる疾患と
して、過敏性腸症候群があります。
　下痢・便秘の他、下痢と便秘を交互に繰り返す場合もあり、
おならが多い、お腹が張る、お腹がゴロゴロ鳴る等の症状が出
ることもあります。
　命に関わる疾患ではありませんが、日常生活に不便を来すこ
とがあり、トイレの無い電車に乗ることに苦痛を感じる方もい
ます。
症状の特徴
　症状の特徴としては、朝に調子が悪いことが多く、排便後に
は症状が和らぐことが多いです。
　原因ははっきりとは分かっていませんが、腸炎にかかった後
に発症しやすいことや、ストレスや不規則な生活と関係がある
と言われています。自律神経と関係しており、ストレスによっ
て腸の運動自体が異常になったり、いつも通りの腸の収縮運動
でも腸が痛みを感じやすい状態に陥ったりすることが分かって
います。
治療方法
　検査で腫瘍や炎症が無いと分かれば、内服薬の治療が主体と
なります。症状が軽い場合には、生活習慣の見直しや食生活の
工夫だけでも改善することがあります。内服薬にも色々な種類
があるので、飲み始めて合わないと思った場合は他の薬を試す
ことも可能です。薬を飲み続けることに不安を感じる方もいる
と思いますが、症状に応じて薬を減らしたり、中止することも
できます。ただし、内服薬で腹痛や下痢などの症状を抑えても、
ストレスや無理の多い生活を続けていると、今度は頭痛や胃の
痛み等、他の症状が現れることもあるため、過敏性腸症候群に
は、薬を適切に調整した上で、生活習慣を見直し、症状とうま
く付き合っていくストレスマネジメントを考えていく治療法が
効果的です。

　症状に心当たりのある方は、お近くの消化器内科を受診され
てみてはいかがでしょうか。

稲城市医師会　 浅  川 　 香  織 
あさ かわ か おり

過敏性腸症候群

ヘルスメーター
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ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
い

た
だ
い
た
方
へ
謝
礼
品
を
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。

　

謝
礼
品
へ
の
採
用
を
希
望
す
る

市
内
の
事
業
者
の
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

基
準
・
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、

市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP
■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

　

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
「
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
等
の
文
言
・
マ
ー
ク

等
の
大
会
ブ
ラ
ン
ド（
知
的
財
産
）

を
使
用
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
に
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
組
織
委
員
会
の
定
め
る
「
東

京
２
０
２
０
参
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
認
証
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
関
連
付
け
た
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
際
は
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■対
 

学
校
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
自
治
会
な
ど

　
　

月
１
日（
火
）か
ら
時
間
額
が

１０
１
０
１
３
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

■問
 

東
京
労
働
局
賃
金
課　

1　

・
０３

３
５
１
２
・
１
６
１
４
、
東
京
働

き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー　

1
０
１
２
０
・　

・　
２３２

８６５

（
大
丸
）

※
入
場
の
際
は
、
参
加
者
全
員
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要

■定
 

各　

人
（
申
込
先
着
順
）

３５

■申
 

窓
口
〔
９
月　

日（
火
）〜
〕

１７

※
本
人
確
認
書
類
〔
①
運
転
免
許

証
（
２
つ
の
４
桁
の
暗
証
番
号
が

必
要
）
、
②
住
基
カ
ー
ド
（
顔
写

真
付
き
）
、
③
パ
ス
ポ
ー
ト
、
④

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
１
点
〕
を
持
参
（
コ
ピ

ー
不
可
）

※
団
体
の
場
合
は
、
代
表
者
の
本

人
確
認
書
類
、
参
加
者
全
員
の
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
国
籍
が

必
要

■限
 
　

月
４
日（
金
）

１０
■先
 

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

　

カ
ラ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
カ
ラ

ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
あ
る
浜
田
有
里

恵
さ
ん
を
話
し
手
に
お
迎
え
し
ま

す
。
毎
日
が
も
っ
と
素
敵
に
な
る

自
分
色
を
見
つ
け
る
た
め
に
自
分

を
知
り
、
心
と
身
体
、
印
象
を
整

え
る
「
色
の
チ
カ
ラ
」
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

■日
 
　

月
４
日（
金
）

１０
■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階

■講
 

浜
田　

有
里
恵
氏
（
矢
野
口
在

住
）

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ　

1　

・
２
１
１
２

３７８

「
ふ
る
さ
と
を
想
い
歌
う
歌
」
演

奏
会

▽
出
演　
後
藤　
悠
仁
氏（
指
揮
）、

廣
森　

彩
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
楽

し
く
第
九
を
歌
う
合
唱
団
２
０
１

９
他

演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト
販
売

■費
 

２
千
円
（
前
売
・
当
日
券
と
も
）

▽
販
売
場
所　

矢
の
口
幼
稚
園
、

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
、
タ
カ
ハ
シ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
稲
城
駅
前
）

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ　

1　

・
２
１
１
２

３７８

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ
る

令
和
元
年
度
地
域
配
分

　

施
設
及
び
団
体
が
行
う
地
域
福

祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
具
体
的

　
　

月
は「
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
」

１０
「
Ｅ
ｘ
ｃ 
ｅ 
ｌ 
講
座
」
「
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。
費
用

や
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
文

化
セ
ン
タ
ー
等
に
あ
る
チ
ラ
シ
、

「
稲
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■限
 

９
月　

日（
日
）

２２

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
係　

1　

・
２
２
１

３７７

２

▲ガイドと共に自然散策

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

複
数
の
企
業
と
面
接
が
で
き
る

合
同
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
直

接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■対
 

稲
城
・
調
布
・
狛
江
市
内
を
中

心
に
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

■日
 
　

月
４
日（
金
）

１０
■時
 

午
後
１
時
〜
３
時　

分
（
受
付

３０

＝
午
後
０
時　

分
〜
３
時
）

３０

■場
 

調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り（
調

布
市
小
島
町
２
の　

の
１
）

３３

■持
 

履
歴
書
、
職
歴
書
（
各
複
数

枚
）

※
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、
雇

　

９
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

の
非
営
利
団
体
が
行
う
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
環
境
・
地
域
活
動
な

ど■問
 

東
京
２
０
２
０
参
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

1
０
５
７

０
・　

・
６
６
２
０

００

　

日
米
親
善
事
業
と
し
て
、
多
摩

サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設
内
で
の
散
策・

自
然
観
察
を
行
い
ま
す
。

※
米
軍
施
設
の
た
め
、
日
本
国
籍

以
外
の
方
は
入
場
が
拒
否
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
の
国
籍
を
市
が
住
民
基

本
台
帳
で
事
前
に
確
認
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
方
、
市
民
で
構
成

さ
れ
た
団
体

■日
 
　

月　

日（
水
）・　

日（
木
）

１０

２３

３１

※
申
し
込
み
は
い
ず
れ
か
１
日

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時
（
予
定
）

■場
 

米
軍
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設

　心身の健全な発達、活力ある地域社会
の実現、教育、研究及び人材の育成に寄
与することを目的に、協定を締結しまし
た。今後、スポーツを中心とした連携を
深め、市でのスポーツの推進や市民の健
康向上などにつなげていきます。

「稲城市と日本大学競技スポー
ツ部との連携協力に関する包括
協定」を締結
（9月3日）

■日
 
　

月
３
日（
日
・
祝
）

１１
■時
 

午
後
３
時
〜
（
開
場
＝
午
後
２

時　

分
）

３０
■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

■内
 

「
交
響
曲
第
九
番
第
四
楽
章
」

稲稲
城城
・・
調調
布布
・・
狛狛
江江
市市

合合
同同
就就
職職
面面
接接
会会

選選
挙挙
人人
名名
簿簿
のの

登登
録録
者者
数数

９９
月月
のの
定定
時時
登登
録録

活活
用用
しし
よよ
うう
！！

東東
京京
２２
００
２２
００

参参
画画
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

多多
摩摩
ササ
ーー
ビビ
スス
補補
助助
施施
設設

秋秋

のの

散散

策策

▲オルガン、弦・打楽器をバックに
合唱します

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
毎
日
が
も
っ
と
素
敵
に

な
る
�
自
分
色
�
発
見
」

第

回
Ⅰ
の
ま
ち
い
な
ぎ

１８
市
民
ま
つ
り

楽
し
く
第
九
を
歌
う
合
唱

団
２
０
１
９
演
奏
会

事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
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次の休日開庁日は9月28日（土）

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時
　　　　　　※正午～午後1時は閉庁

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課（市民税係のみ）、収納課〔過年度分の税外債権
（料金）の納付書の再発行・相談等は行いません〕

■対20歳以上で、講座修了後に市内で援農
活動ができる方

▽受講期間　令和2年1月～12月〔実習＝
毎月第2・4水曜日、講座＝毎月第2水曜日
（10月を除く。）〕
■定10人程度
※書類審査・面談を実施し、11月末まで
に結果を通知
■費無料（傷害保険料は個人負担）
■申窓口、はがき、ファクス、メール〔必要
事項①氏名（ふりがな）②生年月日③住所
④電話番号⑤受講を希望する理由〕
※受講申込書は経済観光課窓口、市�で入
手可
■限10月15日（火）必着
■先■問経済観光課農政係　5377－4781、
� keizai@city.inagi.lg.jp

松田　美佐枝さん（第3期生）
　農業に関わる機会が無かったのですが、友
人に誘われて入塾しました。農家さんが丁寧
に説明してくれるので、初心者でも安心して
参加できます。農作業の大変さを実感するこ
ともありましたが、土に触れ、汗をかいて育
てた作物が無事に実った時の感動は忘れられ
ません。

濱久保　真由美さん（第3期生）
　市内の梨農家が減っていく様子を見てい
て、少しでも農家さんの役に立ちたいと思い、
入塾しました。野菜が育っていく様子を見て
いると愛着が湧いて
きて、毎回楽しく作
業をしています。い
ずれは稲城の特産物
である梨の栽培をお
手伝いできるように
なりたいです。

　週1回農家さんのお手伝いをしています。農家
さんや他のボランティアの方と交流しながら、一
緒に美味しい野菜を作ること
にやりがいを感じます。援農
ボランティアを通して、農家
さんの負担を少しでも軽減
し、稲城の農業を守っていき
たいです。

　援農ボランティアの方に梨の花粉付けや除草な
どを手伝ってもらい、作業効率が上がりました。
農業者の高齢化や担い手不足
が進む中、援農ボランティア
は非常にありがたい存在です。
今後も、援農ボランティアの
力を借りながら稲城市で農業
を長く続けていきたいです。

援農ボランティア
第4期生を募集しています

塾生の声 修了生の声

受け入れ農業者の声

いなぎ農業ふれあい塾の流れ

1月　開講 2月　土作り 3・4月　植え付け 5・6月　手入れ、草取り 7月　収穫

援農ボランティア養成講座

「いなぎ農業ふれあい塾」で農業
を学びませんか援農ボランティア養成講座

「いなぎ農業ふれあい塾」で農業
を学びませんか

▲援農ボランティア
第1期生

▲篠崎　孝晴さん▲松田さん（写真左）、
濱久保さん（写真右）

援農ボランティア制度は、高齢化や担い手不足などで営農が困難になった農家の作業の補助を、ボランティアが無償で行う制　援農ボランティア制度は、高齢化や担い手不足などで営農が困難になった農家の作業の補助を、ボランティアが無償で行う制
度です。農業者との交流や稲城農業への理解を深めることを目的としています。
援農ボランティアを行う前に農業の知識や技術を習得してもらうために、養成講座「いなぎ農業ふれあい塾」を実施します。　援農ボランティアを行う前に農業の知識や技術を習得してもらうために、養成講座「いなぎ農業ふれあい塾」を実施します。

■問 経済観光課農政係

　援農ボランティア制度は、高齢化や担い手不足などで営農が困難になった農家の作業の補助を、ボランティアが無償で行う制
度です。農業者との交流や稲城農業への理解を深めることを目的としています。
　援農ボランティアを行う前に農業の知識や技術を習得してもらうために、養成講座「いなぎ農業ふれあい塾」を実施します。
■問経済観光課農政係


